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鶏群週齢 (weeks) 
 

0–4 weeks: 

良好なスタートを確保する：体

重目標を達成するための基礎を

作る 

5–10 weeks: 

鶏の骨格を発達

させる 

11–15 weeks: 

筋肉の発達をコントロー

ルする 

16–20 weeks: 

産卵開始に向けてメス

を準備する 
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良好な育成＝光線刺激を開始する時点で、鶏群の80％超のメスが性成熟に

達し、かつ早過ぎず、産卵開始に適した状態になっていること（メス鶏種

に応じて 148～154日齢） 

鶏群管理は、地域の育成条件（鶏舎タイプ、気候など）に応じて適切に調整する。 

➜4～6週齢までに体重目標を達成し、良好な骨格サイズを形成する。最初の3週間は

不断給餌（自由採食）とし、3週齢時点で体重目標を達成していない場合は、4週齢

まで不断給餌を継続する。 

➜性成熟をモニタリングし、早すぎる産卵開始を防止する： 

最初の10～12週間は、緩やかな漸減照明プログラムを適用する。（メスの品種

および地域の育成条件に応じて調整する。） 

体重目標に沿って飼育する。特に、6～8週齢および16～22週齢の週間増体に注意し、

メスが過体重にならないよう管理する。 

18～22週齢の間は、発育および均一性を乱さないようにする。特に、移動

（鶏舎間移動）やワクチン接種を行う際には注意する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* 飼育密度は、地域の法令・規制の対象となる場合があるため、常にこれらを遵守すること。

➜28日齢から、止まり木スペースを1羽 
あたり5 cm、または1,000羽あたり4 m²のプ 
ラットフォームを確保する。これは、鶏に 
巣箱へ飛び上がる行動を習得させるための 
トレーニングを目的とする。 

➜良好な食欲を形成し、産卵開始に

備える。また、鶏群の均一性85％以

上（CV＜7.5）を維持する。飼料の食

べ切り時間は7時間未満に維持す

る。 

➜鶏群の全飼育期間を通じて 

飼料と飲水が鶏群全体に均等

に行き渡るようにする。 

良好な敷料状態を維持する。 

健全な鶏群を維持するため、

適切な鶏舎環境および空気質

を確保する。 

毎週、鶏群の3～5％、または1
区画（ペン）あたり最低100
羽を体重測定する。 

 

 

i 
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飼育密度 * 7–10 羽/m² (暑熱環境では 7羽/m²未満) 

ブルーダー 500羽あたり1台 

給水器－丸型 80羽あたり1個 

給水器－ニップル式 8～10羽あたり1個 

給餌器－チェーン式  1羽あたり10～12 cm（100羽あたり5～6 m） 

給餌パン－丸型 13～15羽あたり1個 

給餌パン－楕円型 14～16羽あたり1個 

スピンフィーダー 1,500～1,800羽あたり1台 

飼料配餌時間 4分未満 

 

https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-ja57ki-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-ja57ki-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-redbro-mini-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-redbro-mini-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-redbro-mini-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-ja57-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-ja57-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-ja87-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-ja87-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-ja87-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-p6n-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-performance-objectives-p6n-enfres.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-nutrition-recommendations-premium-mini-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-nutrition-recommendations-premium-mini-en.pdf
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発育：メス鶏種に応じて、22～23週齢より前には産卵率5％に到達させない。 

➜20～23週齢の間は、発育および鶏群の均一性を乱さないようにする。特に、飼料の種類を変更

する際やオスを配雄する際には注意する。 

➜初産から廃鶏まで、適切な採食行動を維持する。飼料の配給状況を定期的に確認する。➜ 「飼

料配餌」ポスターを参照。 

➜毎週の増体率が目標どおりであることを確認する。毎週、鶏群の3～5％、または1区画あたり

最低100羽を体重測定する。 

照明 

➜ 148～154日齢（メス鶏種による）から、最初の点灯時間を少なくとも2時間延長するととも

に、照度も上げる。（遮光型鶏舎では 60～80 lux）その後、週1時間ずつ点灯時間を延長し、以

下を目安とする。遮光型成鶏舎：14～15時間照明、開放型成鶏舎：15時間照明 

➜照明時間は16時間を超えないことを推奨する。 

飼料：初産から良好な産卵成績を促す 

➜日産卵率5～10％の時点から、毎日飼料給与量を増加させる。そして、日産卵率55～60％まで

に飼料給与量をピークに到達させる。 

➜オスがメス用給餌器にアクセスするのを制限する。適切なグリルのサイズまたはチェーンフィーダーを

使用する。推奨寸法：幅43～45 mm × 高さ55 mm。より高いグリルを使用する場合は、グリル上部に幅20～
25 mmのパイプを追加することを検討する。また、パンフィーダーは幅・高さを最小設定に調整する。 

➜卵重が60 gを超えた場合は、ブリーダー II飼料の使用を推奨する。 

➜産卵率、卵重、メスの体重および腹腔内脂肪の状態に応じて、飼料給与量の減量計画を立て

る。 

ネストでの産卵された卵：巣箱での産卵率を最大化するため、鶏群を適切に準備する 

➜巣外卵が発生した場合は、速やかに対応し、是正措置を講じる。 

 初産卵から巣外卵を頻繁に回収することは、重要な管理方法の一つである。 

  配雄率は、使用するオスのタイプおよび20～22週齢時点での性成熟度に応じて決定する。 

→ 「プレミアム種鶏メスと交配する種鶏オス）」 の管理ガイドを参照。 

➜詳細なチェックリストは、地域担当のHubbardテクニカルスペシャリストから入手可能。 

 飲水：メスの生存率および敷料状態を最大限に高める 

➜水質を管理する：pH 5.5～6.8 

➜酸化還元電位（ORP）：塩素使用時に600 mV超 

➜配管末端での塩素濃度：1 ppm（許容範囲：0.5～3 ppm） 

 

 
 

 
飼育密度 

7.5羽未満／利用可能面積 m（※

産卵ベルト及びサービスルームを

除く）暑熱環境では 6羽未満／利用

可能面積 m² 

給水器 - 丸型 メス80羽あたり1個 

給水器 – ニップル式 
メス6～10羽あたり1個（ニップ

ル流量 70～100 mL/分*） 

給餌器– チェーン式 
メス1羽あたり12.5～14 cm 

100羽あたり 6.25～7 m** 

給餌パン – 丸
型ø 35 cm 

メス13～15羽あたり1個 ** 

給餌パン – 楕円型 メス14～16羽あたり1個 ** 

飼料配餌時間 4分未満 

ネスト 
マニュアルネスト：メス4羽あたり1個 
自動ネスト：直線1 mあたり80～90羽 

必要換気量 0.6～6 m³／kg生体重／時 

風速 
2.5 m/秒 高温多湿環境（トンネル

換気）では 最大3 m/秒 

照度 60–80 lux 

* 一部のニップル式給水システムは、種鶏用としてより低い流量で作動するよう設計されてい

ます。そのため、メーカーの推奨仕様を確認するか、Hubbardのテクニカルスペシャリストに

相談してください。 

開放型産卵鶏舎 

i 
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https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-guide-males-mated-with-premium-females-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-guide-males-mated-with-premium-females-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-nutrition-recommendations-premium-mini-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-nutrition-recommendations-premium-mini-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-feed-distribution-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-feed-distribution-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-technical-bulletin-global-water-quality-in-poultry-production-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-technical-bulletin-global-water-quality-in-poultry-production-en.pdf
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i 

 
 

 
Brooding PS 

3. 育成期（0～20週齢）：良好な育雛期間を実現するには？ 

主要な管理ポイントについては、当社の育雛ポスターに記載しています。 

➜ 「種鶏の育雛」ポスターを参照してください。最初の2週間は、鶏舎環境

下でのヒナの状態を注意深く観察することが重要です。照明、飼料、飲水、

設備、温度および最低換気を適切に調整することで、良好な育雛（適正な発

育と良好な採食量）を実現できます。 

早期の飲水・採食を促進するため

の重要ポイント 

➜最初の3日間は、適切な飼育密度

（25～30羽/m²）を設定する。 ヒナが

給水器または給餌器から1 m以上離れ

た場所にいることがないようにする。

➜地域の法令・規制で認められている

場合は、1日齢から28日齢まで間欠照

明プログラムを使用する。常に、下記

に推奨されている点灯時間を遵守し、

1日あたり最低4回の明暗サイクルを

確保する。照明を最初に点灯・消灯す

る際には、ヒナの行動を観察するため、

必ず鶏舎内にいるようにする。 

  ➜飼料を載せたヒナ用ペーパーを、床面積の少なくとも   
50％に敷く。 最初の14日間は、給餌器を少なくとも1日1 
回定期的に空にして、飼料粉塵が蓄積しないようにす 
る。 
➜プレスターター飼料の給与を開始する。 スターター飼 
料は、7日齢から記録した増体率に応じて決定する。➜  
「栄養推奨事項」を参照。 
➜理想的な飲水pH：5.5～6.8。塩素処理を行う場合、ORP 
は600 mV超、または配管末端での塩素濃度を1 ppmとする 
（許容範囲：0.5～3 ppm）。 飲水温度は24～26℃の常温 
とする。 
➜ブルーダーを使用する場合は、10日齢までに床面全体 
を使用できる状態にする。 
➜床面温度が29℃を上回っていることを確認する。 

 
 

 
 

育雛区画内でのヒナの良好な分布 

 

 5 

 
  

 

ニップルの高さと給水圧 

を確認する 

 

 24時間後に、96％のヒナのそ嚢が満たさ

れ、柔らかい状態になっていること 

 

 
 
間欠照明プログラム

 

 日齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

 
温度 

育雛器ヒーター直下 35–36 32–34 28–30 

活動エリア 28 27–28 
25–26 

鶏舎全体加温 31–32 30–31 29–30 28–29 26–27 

湿度 % 50–60 

 
設備 

給水器 丸型給水器：60羽あたり1個；ニップル：8羽あたり1個 丸型給水器：80羽あたり1個；ニップル：8～10羽あたり1個 

給餌器 給餌器：50～70羽あたり1個 ＋ ヒナ用ペーパー（床面積の50％超） 
チェーンフィーダー：1羽あたり6～8 cm；楕円型パンフィーダー：14

～16羽あたり1個；丸型パンフィーダー：13～15羽あたり1個 

飼育密度 羽/m2 25–30 12 7–10 

照明プログラ

ム 

照明時間 (時) 24 22 20 18 16 

照度 (lux) 80（地域の法令規制で認められている場合） 60（地域の法令・規制で認められている場合） 

飼料 
不断給餌（自由採食） 3週齢まで不断給餌（自由採食）。3週齢時点で体重目標を達成していない場合は、4週齢まで不断給餌を継続する。 

飼料タイプ プレ・スタータークランブルまたはミニペレット 

Day 1-2 Day 3-4 Day 5-7 Day 8 to 21-28 

https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-nutrition-recommendations-premium-mini-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-nutrition-recommendations-premium-mini-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-brooding-the-chicks-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-brooding-the-chicks-premium-en.pdf
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性成熟には、鶏舎タイプ、緯度、季節、体重推移および均一性の推移など、さまざまな要因が影響します。

7～8ページには、各メス品種に適した照明プログラムを設計するための一般的な原則と、その具体例を示

しています。特に、オスをメスと同じ鶏舎で飼育する必要がある場合は、地域担当のHubbardテクニカル

スペシャリストに相談してください。 

➜最適な照明プログラムの要件 

遮光型鶏舎では、ファンおよびすべての給気口（最低換気用の給気口を含む）に遮光トラ

ップを設置する。 

側面カーテン式のトンネル換気鶏舎では、鶏群の全飼育期間を通じて鶏舎を遮光することが推奨

されます。 遮光には完全な黒色のカーテンを使用してください。 

従来型の開放鶏舎では、すべての日齢において、側面をデュー／シェッドネット（遮光ネット）

で覆う場合は注意が必要です。鶏群および敷料を最適な状態に維持し、良好な趾蹠（足裏）の状

態を確保するため、換気および季節条件を十分に考慮してください。 

ケース1：遮光型育成鶏舎／遮光型生産鶏舎 

表1：鶏種別の照明プログラム 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒色カーテンを使用した開放型育成鶏舎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
自然光の漏れがある遮光型育成鶏舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファン及び給気口に遮光トラップを設置した遮光型育成鶏舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自然光の漏れがない遮光型育成鶏舎 

* 照明時間および照度は、地域の法令・規制の対象となる場合があります。                      プレミアムMini PSメスの照明時間 ― 遮光型生産鶏舎 

24 
23 
22 
21 
20 
19 
18 
17 
16 
15 
14 
13 
12 
11 
10 
9 
8 

0 7 14 21  28  35  42  49  56  63  70 77 84  91  98 105 112 119 126 133 140 147 
日齢(days) 

 

JA57 - JA57Ki - P6N 
JA87 - REDBRO MINI 

照
明

時
間

 (
ho

ur
s)

 

育成鶏舎 遮光型 

生産鶏舎 遮光型 

鶏種 JA57 – JA57Ki – P6N JA87 – REDBRO MINI 照度 * 
鶏群日齢 照明時間 * 

14–20 d 16 h 16 h 40 lux 

21–28 d 16 h 15 h 30  
 
 
 

 
10 lux 

29–35 d 15 h 30 15 h 

36–42 d 15 h 14 h 

43–49 d 14 h 30 13 h 

50–56 d 14 h 12 h 

57–63 d 13 h 11 h 

64–70 d 12 h 10 h 

71–77 d 11 h 10 h 

78日齢～移動(126–140 d) 10 h 10 h 
 

メスと一般ブロイラーオス（M77／M99）を同じ育成鶏舎で飼育するこ

とは推奨されません。➜「プレミアムメスと交配するPSオス」管理ガ

イドを参照してください。 
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ケース2：遮光型育成鶏舎／開放型生産鶏舎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
* 照明時間および照度は、いずれも地域の法令・規制の対象となる場合があります。 
** 場合によっては（育成期のメスが早く成熟しすぎている場合）、14週齢で12時間の照明時間まで到達させるこ

とがあります。 

 
24 
23 
22 
21 
20 
19 
18 
17 
16 
15 
14 
13 
12 
11 
10 
9 
8 
7 
6 

0 7 14 21  28  35  42 49  56  63 70  77 84  91  98 105 112 119 126 133 140 147 

日齢 (days) 

 
 JA57 – JA57Ki – P6Nの照明時間 ― 開放型生産鶏舎  

 

 
24 
23 
22 
21 
20 
19 
18 
17 
16 
15 
14 
13 
12 
11 
10 
9 
8 
7 
6 

0 7 14 21  28  35 42  49  56  63 70 77  84  91  98 105 112 119 126 133 140 147 

日齢 (days) 

 
 JA87 – レッドブロミニの照明時間 ― 開放型生産鶏舎  

 遮光型 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

     
 

     

 

    
 

    

 

 

照度管理 

➜育成期間を通じて、各区画内の鶏の高さ

（鶏の目線の高さ）で均一な照明を確保する

ことが重要です。 

➜鶏の高さで適切な照度計を使用すること

で、照明器具を床面から適切な高さに正確に

設置することができます。 

➜電球が正常に作動していない場合は、でき

るだけ早く光源を交換してください。 

➜必要に応じて、光源に付着したほこりを取

り除いてください。 

照
明

時
間

 (h
ou

rs
) 

照
明

時
間

 (
ho

ur
s)

 

生産鶏舎 開放型 

鶏種 JA57 – JA57Ki – P6N JA87 – REDBRO MINI  
光線照度 * 21週齢時の自然日

長 
< 10 h > 10 h < 10 h > 10 h 

鶏群日齢 照明時間 * 

14–20 d 16 h 16 h 16 h 16 h 40 lux 

21–28 d 16 h 16 h 15 h 30 16 h  
 
 
 
 

 
10 lux 

29–35 d 15 h 30 15 h 30 15 h 15 h 30 

36–42 d 15h 15h 14 h 15 h 

43–49 d 14 h 30 14 h 30 13 h 14 h 30 

50–56 d 14 h 14 h 12 h 14 h 

57–63 d 13 h 13 h 30 11 h 13 h 

64–70 d 12 h 13 h 10 h 12 h 

71–77 d 11 h 12 h 30 10 h 12 h 

78 d から移動 10 h 12 h ** 10 h 12 h ** 

移動日齢 140 d 147 d 140 d 147 d 
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3.  育成期（0～20週齢）：体重目標を達成するには？ 

手動体重測定 

 

 
自動体重測定 

毎週、必ず同じ曜日に体重測定を行う。 ふ化日と同じ曜日が最適。 毎週、必ず同じ曜日に体重測定を行う。ふ化日と同じ曜日が最適。 
給餌前に測定するのが最適。

 
給餌前に測定するのが最適。給餌後に測定する場合は、       

飼料および飲水を摂取した状態での体重目標値を使用する。 

給餌前に測定するのが最適。給餌後に

測定する場合は、飼料および飲水を摂

取した状態での体重目標値を使用す 

校正を確認する

 

 
2週齢未満 2週齢超 

                                                                                

 
 
 

 
校正を確認する 校正を確認する 

 

体重区分 (g)    自動体重測定器による測定結果

 
➜メインの飼料ホッパーに近すぎない場所から、3か所の異なる場所でサンプルを採取する。 毎回、

同じ場所から採取する。サンプル数：鶏群全体の3～5％、または1区画（ペン）あたり最低100羽。   

➜捕鳥区画内のすべての鶏を体重測定する。 

➜できるだけ多くの鶏を体重測定できるよう、秤をできるだけ早く設置する。 

➜体重の下限値および上限値は、状況に応じて調整する必要がある場合が多い。 

➜体重が目標値から予想外に乖離している場合は、新たなサンプルを採取して手動で再測定す

ることを推奨する。

毎週の測定結果を分析し、適切な飼料給与量を管理するために 

1. 1羽あたりの飼料給与量は、体重測定後に算出した平均体重を基準として決定する。 

2. 平均体重を体重目標値と比較する。 成長曲線上に平均体重をプロットし、発育の推移を確認する。 

3. 週間増体量を算出し、使用しているメス鶏種の「生産能力目標」に記載された目標値と比較する。 

4. 達成された週間増体量と、翌週に目標とする増体量に応じて、飼料給与量を調整する。飼料摂取量の目標値はあくまで目安として示されているた

め、その数値に厳密に従うのではなく、実際の飼料給与量の増加状況を考慮する。 

➜8週齢から飼料給与量をコントロールできるよう準備し、10週齢以降の過剰な体重増加を防ぐ 

➜プレ産卵飼料の給与は推奨しない。 切替用飼料は、発育を促進し、性成熟を早めすぎる可能性がある。➜ 「栄養推奨事項」を参照。 

➜140日齢より前に初産卵が確認された場合は、Hubbardテクニカルスペシャリストに連絡してください。

i 

 
 

https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-nutrition-recommendations-premium-mini-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-nutrition-recommendations-premium-mini-en.pdf
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3. 育成期（0～20週齢）：良好な鶏群均一性と良好な食欲を達成・維持するには？ i 
鶏群の均一性を表す方法には、以下の2つがあります。 

1. 鶏群またはペンの平均体重±10％の範囲内に入る鶏の割合で均一性を表します。➜ 下
記のグラフを参照。 

2. 変動係数（CV）は、鶏群内の体重のばらつきを示す指標で、標準偏差÷鶏群の平均体重で算出

します。CV％が低いほど、鶏群の均一性が高いことを示します。 

グレーディング：任意 

➜7日齢：目視で選別する、または少なくとも最も小さいヒナを目視で識別して隔離する。その後、

特別な管理を行い、4週齢までに体重目標を達成できるようにする。 

➜21～28日齢：必要に応じて、鶏群全体の100％を選別し、体重グループを形成する。 各グループ

は、**均一性85％以上（CV＜7.5）**とする。➜「肉用種鶏のグレーディング」技術資料を参照。 

➜29～84日齢：飼料配餌を綿密に管理することで、鶏群の均一性を維持または改善することを目

指す。➜「飼料配餌の品質」ポスターを参照。 

➜84～98日齢：鶏群の均一性が**75％未満（CV＞9）**の場合は、再度選別を行い、それぞれの体重グルー

プで均一性85％以上（CV＜7.5）を確保する。また、ワクチン接種期間中は体重を綿密に追跡する。 ワクチ

ン接種による影響を見越して、追加の飼料を給与する。 

飼料給与プログラム 

➜毎日給餌することで、多くの飼育環

境において良好な成績が得られていま

す。 

➜分割給餌を検討する場合は、飼料配

餌を最適化するための対応策について、

Hubbardのテクニカルスペシャリストに

相談してください。 

➜飼料給与量を変更するたびに、給餌

器内の飼料の深さを調整し、飼料が適

切に配給されるようにしてください。 

➜腸内環境および採食行動を改善するた

め、低エネルギーの育成飼料（2,650 
kcal/kg未満）の使用が推奨されます。高

繊維原料を飼料に添加する場合は、品質

が安定しており、マイコトキシンを含ま

な い 原 料 を 使 用 し て く だ さ い 。 
➜「食物繊維」に関する技術資料を参照

してください。 

スピンフィーディング 

➜スピンフィーダーは、メスがペレットを十分に採食できる大きさに

なる35日齢以降から使用することが推奨されます。（1区画あたり1台
のスピンフィーダー）35日齢より早く導入する場合は、小さいメスも

飼料を十分に採食できるよう、特に注意してください。 

発育が抑制されていないことを確認し、42日齢時点で体重目

標を達成できるようにしてください。 

スピンフィーダーを補完するため、床面に敷いたペーパーや従

来の給餌器を使用して飼料を給与する期間を延長することを検

討してください。 

➜可能な限り、直径3.2 mmを超えるペレットは避け、ペレットの品質

を維持できる範囲で、できるだけ短くカットしてください。小さいヒ

ナでもペレットを十分に採食できることを確認してください。 

➜育成期の終了時に鶏を生産鶏舎へ移動する際は、鶏が新しい給餌器

および給水器を確実に見つけられるよう、特に注意してください。 

必要に応じて、一時的な追加給水器を床面またはスラット上に設置し

てください。 
 

＊1回の手動体重測定結果 ― 均一性（％）                         

の定義 
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https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-bulletin-dietary-fibre-global-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-bulletin-dietary-fibre-global-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-technical-bulletin-global-grading-of-broiler-breeders-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-technical-bulletin-global-grading-of-broiler-breeders-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-feed-distribution-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-feed-distribution-en.pdf


12 PREMIUM MINI PS FEMALES 

 

 

i 

プラットフォーム 

3. 育成期（0～20週齢）：良好な行動を促し、適切なアニマルウェルフェアを確保するには？ 

すべてのエンリッチメントについて、バイオセキュリティを損

なうリスクを考慮することが重要です。特に、わらやその他の

ベール状資材、外部から鶏舎内に持ち込む資材については注意

が必要です。また、プラットフォームなどの固定式エンリッチ

メントについては、洗浄のしやすさも考慮してください。 

➜止まり木およびプラットフォーム 

28日齢から、止まり木システムの使用を強く推奨します。これは、鶏

の活動性を高めるとともに、スラットやマニュアルネストへ飛び上が

る行動を鶏に習得させるためです。これにより、巣外卵の発生を防ぐ

ことにつながります。 

 生産鶏舎に自動ネストが設置されている場合： 

1. 1,000羽あたり4 m²のプラットフォームを設置する。 

2. プラットフォームの最適な設置位置は、給水システム

の下部です。（下の写真を参照） 

 生産鶏舎にマニュアルネストが設置されている場合： 

1. 1羽あたり5 cmの止まり木スペースを確保する。 

2. 12～14週齢から、一部のマニュアルネストを設置する。 

 プラットフォームおよび止まり木には、鶏を傷つける

可能性のある鋭利な角がないようにしてください。 

➜飲水管理／水質 

鶏群の日齢に応じて、給水器の高さおよび給水流量を定

期的かつ適切に管理することで、飲水へのアクセスを制

限する必要はありません。 

 
 
 
 

 
ベル型給水器の適正な高さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ニップルの適正な高さ 

 消毒済み穀類（砕いたトウモロコシまたは全粒小麦）：5週齢か

ら、給餌の4～5時間後に3 g/羽/日を給与する。      

➜エンリッチメント（ENRICHMENT）：任意 地域の法令・規制で義

務付けられている場合を除く。 

 白色ロープ：長さ最大20 cm。敷料に接触しないようにする。 

 木くずボール：500～1,000羽あたり1個。床面に設置する。 

 ついばみブロック：500～1,000羽あたり1個。使用する資材の硬さ

を考慮する。 

 アルファルファボール：500～1,000羽あたり1個。吊り下げるか、

床面に設置する。 

 o

                                                                                         

  
 
 

 
 
 
Hubbard Bulletin 

Water Quality

➜グリットおよび穀類：任意 

筋胃の発達を促進するため、不溶性グリットを給与します。

1. 粒径 2～3 mm：5週齢

から、3～5 g/羽/週 

2. 粒径 3～5 mm：10週齢

から、3～5 g/羽/週 

P 
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グリット 

3-5 mm 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ついばみブロックの例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  

 
 

  

  

                                  

                           止まり木 

 

化学的および細菌学的な水質を定期的

に検査し、飲水の衛生管理が適切に機

能していることを確認してください。 

1． 最適な飲水pH：5.5～6.8 

2． 最適なORP（酸化還元電位）：塩素使用時

に600 mV超 

3． 配管末端での塩素濃度：目標値＝1 ppm 

   

https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-technical-bulletin-global-water-quality-in-poultry-production-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-technical-bulletin-global-water-quality-in-poultry-production-en.pdf
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初産卵後の最初の10日間は、総産卵数、種卵数およ

び巣卵数の良好な成績を達成するうえで非常に重要

です。良好なピーク産卵率と産卵持続性を実現する

ためには、採食行動、飼育密度、採食・飲水スペー

スおよび換気を適切に管理する必要があります。 

照明プログラム：目標は、以下の週齢で週間産卵率5％に

到達することです。JA57、JA57Ki：22週齢  JA87、

Redbro Mini、P6N：23週齢 

➜照明時間： 

1. 照明プログラムの例については、表3および表4を
参照してください。通常、最初の光線刺激から約1
～2週間後に産卵開始となるため、あらかじめ準備

しておいてください。 

2. 日産卵率20％までに、最大照度および14時間

照明を確保してください。ただし、照明時間

は16時間を絶対に超えないようにしてくださ

い。 

3. 開放型鶏舎の場合：追加照明をどのように設

置・供給するかについて、Hubbardのテクニカ

ルスペシャリストに相談してください。 

➜照度： 

1. 育成鶏舎から生産鶏舎へ移動する際に、照度

を下げないでください。 

交配エリアでは明るい照明（60～80 lux）を確

保し、ネスト内はそれより低い照度にしてく

ださい。 

2. パンフィーダーを使用する場合は、照度を速

やかに上げることが重要です。産卵率の上昇

に伴って飼料給与量を増加させる前に、メス

が飼料を明確に視認できるようにしてくださ

い。 

3. 特に開放型鶏舎では、夜間も含めて照明が均

一に分布するようにしてください。可能であ

れば、朝は徐々に明るくなる「夜明け」を、

夕方は徐々に暗くなる「夕暮れ」を再現する

ことが望ましいです。これは地域の法令・規

制によって求められる場合があります。 

➜照明システム: 

1. 白熱灯、省エネランプ（白色または黄色）、蛍

光管、ナトリウムランプ、LEDなどから、鶏の

高さで均一な照度を確保できるよう、最適な照

明タイプを選択してください。 

2.  一般的に、色温度2,700～4,000 Kで良好な結

果が得られています。4,000 Kを超える色温度

の方がより良い結果をもたらすという明確な

エビデンスはありません。 

ケース1：遮光型育成鶏舎／遮光型生産鶏舎 
 

 

育成鶏舎 遮光型 

生産鶏舎 
遮光型 

鶏種 JA57 – JA57Ki JA87 – REDBRO MINI – P6N 照度* 
鶏群日齢(d) 照明時間 * 

移動時 126～140日齢：10時間 126～140日齢：10時間 10 lux 

148 d 12 h 10 h 20 lux 

154 d 14 h 12 h 40 lux 

161 d 14 h または 15 h ** 14 h 60-80 lux 

168日齢以降 14 h または 15 h ** 15 h ** 60- 80 lux 

* 照明時間および照度は、いずれも地域の法令・規制の対象となる場合があります。 

**消灯前に巣外卵が見られる場合は、照明時間を15時間にしてください。 
 

ケース2：遮光型育成鶏舎／開放型生産鶏舎 
 

 

育成鶏舎 遮光型 

生産鶏舎 
開放型 

鶏種 JA57 – JA57Ki JA87 – REDBRO MINI – P6N  
照度 * 21週齢時の自然日長 < 10 h > 10 h < 10 h > 10 h 

鶏群日齢 (d) 照明時間 * 

移動時 
140日齢：

10時間 
147日齢：

12時間 
140日齢：

10時間 
147日齢：

12時間 10 lux 

148 d 12 h 14 h 10 h 12 h 自然光＋人

工照明（60
～80 lux） 

154 d 14 h 15 h 12 h 14 h 

161 d 15 h ** 15 h 14 h 15 h ** 

168日齢以降 15 h ** 15 h 15 h ** 15 h ** 

* 照明時間および照度は、地域の法令・規制の対象となる場合があります。 
**消灯前に巣外卵が見られる場合は、照明時間を15時間としてください。
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給餌プログラム：産卵開始時に良好な初期卵重を確保し、巣卵率を最大限に高めるため

には、食欲を最大限に引き出すことが非常に重要です。 

➜育成農場から移動してきた鶏群では、体重が低下する可能性があります。 

 特に、ワクチン接種期間中や、生産鶏舎で給餌システムが異なる場合には、これを見越して

追加の飼料を給与してください。 

 鶏群が日産卵率5％に達するまでは、飼料給与量を継続的かつ一定のペースで増加させてください。 

➜産卵率に応じた飼料給与量の増加： 

 日産卵率5～10％に達したら、日々の産卵率の上昇に応じて飼料給与量を増加させます。通常、1日あたり4～5 g増加

させます。一般的な飼料給与量の増加幅は、日産卵率1％の上昇につき0.8～1 gです。日産卵率55～60％までに、最

大飼料摂取量に到達させてください。➜該当するプレミアム鶏種の「生産成績目標」を参照してください。 

 産卵開始後の産卵率上昇は非常に速い場合があるため、十分に準備しておくことが推奨されます。例えば、日

産卵率5％から80％に到達するまで、わずか12～14日しかかからない場合があります。 

 「産卵開始期の日次管理シート」を使用し、毎日の卵重の増加が安定していることを確認してください。「プレ

ミアム種鶏ミニ卵重管理）」ポスターでは、卵重の測定方法について説明しています。 

 最大飼料給与量の時期には、飼料食べ切り時間を毎日確認してください。JA57、JA57Ki、P6N：8～10時間程度、JA87、
Redbro Mini：6～8時間程度ただし、飼料の種類や鶏舎環境によって異なる場合があります。 

 毎日少なくとも3時間は給餌器が空になっている状態を確保してください。できれば日中、点灯開始から約5～6
時間後にこの空の時間帯が来るようにすることが望ましく、下の写真に示されています。給餌器がこの状態に

ならない場合： 

1. 一部の日にこの給餌器が空になる時間帯を確保できるよう、1日の総飼料給与量を減らすことを検

討してください。 

2. 暑熱時には、日中に追加の給餌回数を設けないでください。 

➜食欲低下または飼料食べ切り時間の長期化に関するリスク要因： 

 飼料中のタンパク質が過剰になると、飼料食べ切り時間が長くなる可能性があります。その結果、産

卵に必要な栄養素の供給と、体の維持に必要な栄養素のバランスを管理することが難しくなります。 

 暑熱時（鶏舎温度＞28℃）における産卵促進および暑熱ストレス低減： 

1. 「産卵開始期」用飼料設計、または暑熱環境用の飼料設計の使用を検討してください。

エネルギー含量を高めることで、必要な飼料摂取量（総飼料量）を減らすことができま

す。➜ 「プレミアムミニ種鶏栄養推奨事項」を参照してください。 

2. 飼料の物理的品質を最大限に高める、または飼料粒子径を大きくしてください。（例：

マッシュからクランブル、またはクランブルからペレットへ変更） 

3. 睡眠時間帯の途中で1～2時間点灯し、ビタミンCを添加した冷水を給与してください。※ 地域の

法令・規制で認められている場合に限ります。 

プレミアムミニ種鶏鶏群における良好な産卵開始の例 

➜生産開始時に食欲を促進することが、その数日後のピーク時における飼料摂取能力を左右しま

す。 下のグラフにその例を示しています。 

➜毎日の飼料給与量の増加が産卵率の上昇に追いついていない場合、ピーク時の飼料給与量が低く

なり、それに伴って産卵成績も低下する可能性があります。 
 

0 2 4 6 8  10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 

日産卵率10％到達後の日数 

* 飼料給与量が産卵率の推移を常に先行するようにすることが重要です。 
 

 チェーンフィーダーにおける給餌器の空状態の程度の違い  

生産期（20～65週齢）：最初の10日間を成功させるには？ ― 給餌プログラムに重点を置く

i 

 
 

  

 
 

  

 
P6N 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
飼料摂取量目標 

 

 良好 不良 

https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja57-ja57ki-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja57-ja57ki-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja57-ja57ki-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja87-redbro-mini-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja87-redbro-mini-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja87-redbro-mini-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-p6n-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-p6n-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-p6n-premium-en.pdf
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PROBLEM 
最後の給餌運転が完了して

いない 

ホッパーが空になってい

る 

 

最後の給餌開始時間を早め

る。飼料給与量を調整しない 

 

最後の給餌時間を変更する

必要はありません。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

 

飼料配餌の品質 

➜鶏群の良好な成績（鶏群均一性、産卵率、卵重）

を維持するため、毎日、給餌システム内に飼料が均

一に配給されていることを確認してください。 

 各給餌ライン間で飼料の量が均一になるよう

にしてください。 敷料が一部に堆積して、飼

料の排出口を塞ぐことがあります。 

 最後の給餌運転のタイミングを調整してくだ

さい。（下図を参照） 

 飼料配給は速やかに行う（4分未満）。 

2. 移動後は、メスがパンフィーダー内の飼料を容易に見つけ、採食できるよう、飼料

の深さを最大設定にしてください。 

➜どの方法を選択する場合でも、1日の飼料配餌回数は最小限（4回未満）にしてください。 

 早朝給餌方式：最初の給餌運転を、点灯後30分以内に行います。 

1. 移動後、飼料食べ切り時間が6～7時間を超えない場合は、朝のみ給餌することができ

ます。 

2. 飼料食べ切りにそれ以上の時間がかかる場合は、1日2回の給餌を行うことを推奨します。例：朝

に60％、最初の給餌から少なくとも6時間後に40％を給与します。※ 鶏群の食欲に応じて調整し

てください。 

 遅延給餌方式：最初の給餌運転を、産卵時間帯が終了してから数時間後に行います。例え

ば、1日の飼料給与量の70％を正午に、30％を夕方遅くに給与します。 

 夜間給餌方式：暑熱環境で飼育される鶏群では、夜間給餌プログラム（補助飼料）を使用する

ことができます。 

1. 消灯から2時間後に、2時間の点灯を行います（休息時間）。 

2. 給餌時間は、地域の飼育条件に応じて調整することができます。

 

 
 

 

 補助飼料ホッパーは、鶏群の飼育終了まで設置・使用を継続してください。 

パンフィーダーの管理：1日分の飼料を1回または2回に分けて給与する場合は、特に1回目の飼

料配餌を最大限に効率化するため、細心の注意が必要です。これが実現できない場合： 

1. 追加の飼料配餌を1回行ってください。ただし、その後5～6時間は給餌を行わないように

してください。 この時間帯は、1日の産卵率がピークとなる時間帯と重なります。

i 

 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

方式 利点 欠点 

早朝給餌 ➜卵殻質を確保できる 

➜午後の鶏群の活動性が良好 
➜飼育条件が厳しい場合、最適な産卵行

動にならない 

遅延給餌 
➜飼料配餌の品質を確認しやすい 

➜産卵行動が改善される 

 
➜暑熱環境では推奨されない 

夜間給餌 ➜暑熱環境でも飼料摂取量を確保でき

る ➜産 卵 時 間 帯 が 乱 れ る 

 

直線型給餌器  1回目の給餌  最後の給餌 

 

 

最後の給餌を完全に

完了。ホッパー内の

残飼料は5 kg以下 

最後の給餌は完了している

が、ホッパー内に5 kgを大

幅に超える飼料が残ってい

る

 

https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-feed-distribution-en.pdf
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ネストへの進入を促すためのすのこ段差 

ネストに容易に進入できる、適切な止まり木の設計 

1日の産卵率が30％に達するまで、ネストのフラップを

開けておく 

 

ネストでの産卵に関する一般的な

推奨事項 

➜鶏は直接スラット上へ移動させ、給水器お

よび給餌器がスラット上に設置されている場

合は、そこで飲水・採食できるようにしてく

ださい。 

➜使用するオスのタイプに応じて、20～22週
齢時点で適切な性成熟度にあるオスが7.5～
9.5％となるように配雄してください。9.5％
を超えるオスの割合は、巣外卵率を低く維持

するうえでリスクとなる可能性があります。

➜「プレミアムメスと交配するPSオスの管理

ガイド」を参照してください。 

➜産卵時間帯には、少なくとも1時間ごとに巣

外卵を回収してください。 初産卵時からは、1
日10～12回程度の回収になる場合があります。 

➜移動後は、敷料を薄く敷いてください。暑熱

環境：1～3 cm 涼しい環境：4～6 cm 3 cm未

満の敷料を使用する場合は、良好な敷料状態を

維持するため、定期的に新しい敷料を追加して

ください。 

自動ネストの仕様・管理基準 

➜初産卵の少なくとも2週間前から、日中はネストを開けておいてください。また、日産卵

率30％に達するまでは、ネストのフラップを開けておくことも可能です。 

➜鶏舎の点灯時刻より1時間前にネスト内の照明を点灯してください。これにより、早い時

間帯に産卵する鶏がネストを見つけやすくなります。 

➜鶏をネストベルトの作

動音に慣れさせるため、

集卵ベルトは1日に2回作

動させることができます。 

➜スラットの高さが40 
cmを超える場合は、鶏が

スラット上へ飛び上がり

やすくするため、ステッ

プを設置してください。

スラットの傾斜角度は5
～8°を超えないようにし

てください。

 

 鶏をネストへ誘導するため、ネスト内

にダミー卵または目印を付けた卵を置

いてください。 

 冷たい空気の気流や、ネスト内の過度

に高い風速を避けてください。 

➜ 1日の中で最も多くの卵が産卵される時間

帯には、給餌しないでください。 

➜巣箱での産卵行動に関する詳細なチェック

リストは、地域担当のHubbardテクニカルスペ

シャリストから入手できます。 

 
➜適切なネスト比率を確保して   
ください。コロニー型ネスト： 
直線1 mあたりメス80～90羽       
個別ネストシステム：1ネ 
ストあたりメス4羽 

➜適切なニップル給水器の流      

量（70～100 mL/分）を確保し、

ネストから1 m以上の距離を取

ることで、ネストの入口前に鶏

が集中してフェンス効果が生じ

るのを防ぐ。 

➜すのこの上にレンガを設置          

することで、鶏がネスト内によ

り均等に分散するのを促すこと

ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

➜産卵開始の少なくとも4週間前にネストを導入する。 

➜ネスト内に清潔な敷料を入れ、鶏がネストに入りやす

い環境を作る。 

➜止まり木は、1段目および2段目のネストへ鶏が容易に

アクセスできるよう、十分な大きさを確保する。 

➜  

➜メスが最も多く産卵している時間帯に集卵を行う場

合は、ネスト内のメスを驚かせたり、邪魔したりしな

いよう注意する。 

➜ネストへの進入を促すため、ネストを敷料面に近い

位置まで下げる。 

 

 

i 

   

https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-guide-males-mated-with-premium-females-en.pdf
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産卵数と種鶏メスの生存率を最大化するための目標： 

1. 鶏群の体重、均一性、体脂肪を管理する。 

2. 卵重が目標値に達するよう管理する。 

➜給餌管理 

 給餌量を減らす前に、卵重の推移と種鶏メスの体重増加を確認する。給餌量を減らした後に

産卵率が低下した場合は、給餌量を減らす前の水準に戻す。 

 暑熱時（28℃超）および寒冷時（18℃未満）には、鶏の代謝要求量を満たすように給餌量

を調整する。 

➜飼料設計 

 卵重が暑熱地域／暑熱期では58 g、寒冷地域／寒冷期では60 gに達した時点で、ブリーダー 
II飼料へ切り替えることを推奨する。 

 Hubbardの飼料ふるいおよび関連するHubbard計算ソフトウェアを使用して、飼料の物理的

品質を定期的に確認する。➜ 「Hubbard Feed Sieve Tool」を参照。 

➜種鶏メスのコンディション／体重管理 

 種鶏メスの体重を毎週管理することが不可欠であり、体重が推奨目標値から外れた場合は、直ちに

給餌量を調整する。 

 腹腔内脂肪を定期的に評価する。脂肪の蓄積は、ブリーダー II飼料と適切なタイミングでの

給餌量管理によってコントロールする。 

 種鶏メスの羽装を定期的に評価する。 

➜照明プログラム 

 40週齢以降、照明時間をさらに1時間延長することが可能。ただし、明期は16時間を超えないこと。 

➜水質: 水の衛生管理が適切に機能していることを確認するため、化学

的水質および細菌学的水質を定期的に検査する。 

 理想的な水のpH：5.5～6.8 

 最適なORP（酸化還元電位）：600 mV超 塩素使用時：600 mV
超、二酸化塩素使用時：450 mV、過酢酸または過酸化物使用

時：300 mV 

 配管末端での塩素濃度：目標値＝1 ppm（許容範囲：0.5～3 ppm） 

➜就巣：以下は就巣を引き起こすリスク要因の一覧。 

 飼料の問題：飼料設計、飼料形状、または飼料給与方法の問題

に加え、ピーク産卵前およびピーク産卵直後の摂取量不足（特

にエネルギー摂取量の不足）。 

 鶏の環境：鶏舎内およびネスト内の環境温度が高い。 

 ネスト管理：集卵頻度が低い、またはベルト上の卵が目視でき

る状態。 

 巣外卵管理が不十分。 

 飲水量が不足している。 

 ウイルス性疾病および／または寄生虫。 

 ピーク産卵以降は、就巣している鶏がいないか毎日確認する。

就巣しているメスは、1週間、ネストから離れた隔離ペンに移

す。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

i 

 
 

 
 

  

 
 

  

 
P6N 
  

 
 

https://www.hubbardbreeders.com/media/hubbard-feed-sieve-sheet.xlsm
https://www.hubbardbreeders.com/media/hubbard-feed-sieve-sheet.xlsm
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja57-ja57ki-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja57-ja57ki-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja57-ja57ki-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja87-redbro-mini-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja87-redbro-mini-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-ja87-redbro-mini-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-p6n-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-p6n-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-hubbard-poster-a3-egg-weight-p6n-premium-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-technical-bulletin-global-water-quality-in-poultry-production-en.pdf
https://www.hubbardbreeders.com/media/ps-technical-bulletin-global-water-quality-in-poultry-production-en.pdf
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鶏舎間に通路がない場合：各鶏舎にシャ

ワーユニットを1基設置する。. 

5. バイオセキュリティ 
 

敷料管理 

病原体フリーの状態を維持する

ため、敷料を適切なバイオセキ

ュリティ管理区域（鶏舎内）に

保管する。 

     飼育サイクル終了時に敷料を堆積させない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1 

  
通過ゾーン 

 
更衣ゾーン 

    
清潔ゾーン 

                  

訪問者 

訪問者を制限し、適切

な隔離期間を設定す

る。 

シャワー設備を設ける。 

 
衣類および長靴を交換    

できるようにする。 

 
車両 

 

 

2 
 
 
 
 
 

外周屋外 

フェンス内のコンクリー

ト面や区域を、清潔区

域として扱わない。 

 
鶏舎内部 

清掃・消毒しやすい

コンクリート床とする。 
 
 
 
 

 
良質な飲用水を確保する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
動物管理 

その他の家畜を農場施

設に近づけない。 

 
害虫・害獣管理 

ネズミや昆虫に対して定

期的にベイト剤を設置す

る。地域の規制に従い、

野鳥が施設内へ侵入する

のを防止する。. 

3 

6 
4 

5 
 
 
 
 
 
 

 
記録の保管 

 

 
 

 

 
バイオセキュアな冷凍庫で死亡鶏を

保管・処理するための冷凍室 

2 ガスタンク 

3 薫蒸室 

4 貯卵室 

5 車両消毒設備 

6 従業員室 

前進方式（一方通行の動線管理）                    

 
* 同一鶏舎内で異なるHubbard品種を飼育できる場合があります。詳細については、最寄りのHubbardテクニカルスペシャリストにご相談ください。 

車両は農場施設に

入場する前に洗浄す

る。 

設備は清掃・消毒しやすい構

造とする。オールアウト後の

空舎期間は、理想的には少な

くとも10日間確保する。 

飼料およびガスの搬入はすべ

てフェンスの外側で行うよ

うにする。 

 許可されていな

い車両を農場内に入れない。 

! 
1 

訪問者、飼料・敷料の搬入、

清掃・消毒、害虫・害獣対策 

車両からシャワー設備ま

で移動する際は、靴の上

からシューズカバーを着

用する。 

鶏舎間の移動 
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